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本論文は，全 7 章から構成されており，第 1 章は，本論文の序論であり，研究の目的と
意義ならびに論文の構成を述べた．第 2 章は，我が国における医療の現状と医療機器の安
全管理をめぐる動向を述べた．第 3 章は，Open-MEMS の開発に活用した OSS の定義と
開発メリットを概説した．第 4 章は，本研究で開発を行った Open-MEMS のシステム構成
およびソフトウェア構成，パッケージ作成方法について概説した．さらに，医療機器管理










章は，Open-MEMS の有用性と導入実験について考察を述べた．一般的に OSS を活用し
たサーバシステムの導入は，コマンドラインによる入力や多くの設定を必要とし複雑であ







約 500 万円の見積もりが提示されたが，本研究では，その約 1/10 で導入が可能であった．
最後の第 7 章は，本研究で得られた知見を整理し，結論を述べた．  
これを要するに，著者が OSS を活用して開発を行った新たな医療機器管理ソフトウェア
「Open-MEMS」は，簡易な導入支援と包括的な情報管理を行うことができ，かつ業務の
効率性や費用面からみても有用な新規性を有するシステムの構築をなし得たものと考える
ことができた．  
以上のことから，今後 Open-MEMS は医療機器管理システム導入のための新たなツール
として期待でき，安全で高品位な医療技術の提供及び医療情報工学に大きく貢献できると
考える．  
よって，著者は博士（工学）の学位を授与される資格のあるものと認める．  
